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  背 景・問題提起 

90 年代における 1 T  ( 情報技術 ) の急速な進歩は、 高速処理計算機の 出現により宇宙工学 ( シミュレーション )   

バイオ ( 情報処理学 ) を中心として、 他の研究分野を 相互に刺激 ( ロングブーム ) 1 しただけでなく、 Frances[lh によ   
        

n( 情報技術 ) の進展   

  
  

ネ、 ツ トワー 列ヒ 高速計算機 
                                  .i@@S@@ 

  処理速度の進歩   所在地の在り 方 ツール   
  コミュニケート 可能 

.tiR8<73;&E 
。 " 。 丑の時間、 金 蝕 " 文ィヒ による共同体 挽み 古さの能力       

面 の 効車仕   

口 / ヴ ブーム 図 2  県別情報化ストツク 増加 ( 出所 郵政省 ) 

ねば 、 ネットワーク 化によって、 経済・市場・ 社会・ ラ 
ク Ⅱ 一 パルⅠ 涛   C% 生は " 支 "  哺 イフスタイルに 至るあ りとあ らゆるものを 変革の渦に 

市民の市 勒 巻き込んでいる ( 図 1) 。 
移俺性 

規 棋の無関係 
" 珪の。 "" 牡 世界平和 この l T 革命も産業革命に 匹敵するほどの 変革の波 

打金の再分配 移民。 ， n, グ を 、 あ りとあ らゆる領域にまで 及ぼしている。 
ブランドカ 

カスタマイズ 
政治 接 力 め パラ・ノス つまり、 I T 技術の進展と ネ、 ッ トワーク化技術の 向 

ニッチ 市牡 
上 2 とその通信料の 大幅コストダウンにより、 社会活動 

ワーヒス提供会社 

  
による距離の 概念が消え去り、 大げさに言えばアメリ 

全集 間 0 ネ…トワーウ 比 
@       ンティ """ コ 力 ・ ョ一 ロッ バ ・東アジアノオーストラリアの 3 つの タ 

新し。 倍勅 関係 
活動による 丑 同体 イム ゾーン 3 を残すのみとなったのであ る。 換言すれば   

よりⅡ、 さく、 より テ くさく 家と オフィス オンラインとパソコンのディスプレイさえあ れば、 世界 
  

政府から個人   
寅重 な人的資 席     

        

    

図 l  IT 技術のあ らゆる分野への 進展・影響 図 3  伝達媒体シェア ( 出所 郵政省 ) 

1, 米 未来学者、 ピータ・シュワルツ ら 「技術連鎖が 長期の経済成長を 促す」と指摘。 IT の進歩が新たなバイオ 技術を生み、 それがまた 
次の IT の進化を促す。 

2 インターネットホスト 数は 1984 年に 1000 近くであ ったのが 1997 午には 1600 万を越えている。 また、 ネット取引額は 2000 年には 5 
午前の 6 倍になるとの 試算。 

3 勤労時間は一日 8 時間であ るから   それを地球全体で 考えると少なくとも 3 つの時間帯が 存在する。 
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中のどこにいようが、 ビジネ 、 ス 決定が可能な 時代の到来であ る ( 図 2) ( 図 3) 。 

しかしながら、 最先端の技術分野、 特に I T 関連、 若しくはそれに 触発されているバイオ 産業においては、 シリコンバ 
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図 4  グローバリゼーションとローカリゼーションのパラドックス 
本論文では、 T T 化とその ネ、 ッ トワーク技術がもた 

らす グローバリゼーションと、 I T 産業における シリ 

コンバレー、 バイオ産業におけるワシントンバレ 一などに見られるローカリゼーションとの 間のパラドックスの 解明と、 

それに伴って 発生する新しい 企業の経営戦略・ 技術戦略のフレームワークを 提示する ( 図 4) 。 

まず、 2 節でネットワーク 化によって起こるであ ろうこのパラドックスの 解明を行 う 。 次に 3 節で選択戦略において 広 

く使われている 最適化理論について、 4 節でネットワーク 化、 グローバル化、 ローカル化、 3 つの必然であ る潮流の中 か 

ら 、 これからの企業の 経営のべストウェイを 見つけるフレームワークを 提示する。 5 節では、 今後のフレームワークを 実 

証するにあ たっての課題と 展望について 触れた。 

ここで高 3 グローバル化とは、 経営資源を獲得するために 世界中のあ らゆる地域に 進出することであ り、 ローカル化と 

は 経営資源の集中している 地域へ進出することと 定義する。 

  グローバリゼーションとローカリゼーションのパラドックス 

ネットワーク 化によって、 資金調達市場のバローバル 化により株主もグローバル 化 ( 資金調達市場のバローバル 化 ) 

し 、 このため世界標準の 企業評価として、 より企業に対して 利益率を上げるようにとの 圧力が強まった 4 。 このために 各 

企業は利益率の 低いものは、 アウトソーシンバ 5 、 サービス提供会社 6 などに委託するようになった。 このため企業は 純粋 

に質の高い労働力と 潤沢な資金源のみを 求めるよ う になり、 それ故に大学等の 教育機関や VC のような投資家の 存在する 

ペンチヤ 大企業 ところに集まる 傾向が見られる。 老残覚部委託の 会 
フレイヤ 

社 群 が集まり、 ローカル化はますます 加速されてい 

新規 撤退 集中 
呵る。 従来なら ぱ 、 ローカル化によって 地価高騰が 生 

城略 ( 迭択 ) は 憧性 ) 。 効 '" 。 釜 
プ ロダウトイノベーション プロセスイノベーション じるために、 あ る程度のブレーキが 作用したのであ 

も 
産業構造   c?  回るが、 ネ、 ッ トワーク時代における 企業は特化企業   

さらには外部委託、 SOHO とこれまでになく 劣オ 

め フィス化が進んでいるために、 ほとんどこのブレー 

地理的 距活 クローハル化 一 キ 作用が効かなくなっている。 また、 ベンチャ企業 

が、 新しいビジネスシーズを 起こすときに、 これら 
図 5  ネ、 ッ トワーク時代における 企業の選択戦略 

4 近年株主訴訟が 顕著に増えている ( 光通信、 大和銀行 ) 。 

5 データ処理や 給料支払い処理、 システム開発等の 全社的統一業務を 外部委託。 米国では全産業の 雇用者数伸び 率 (85 年から 98 年 ) 
が 2.1% に対して、 ビジネスサービスでは 6.7%0 と高い。 

6 ネットワークで 顧客と結ばれたことにより、 その顧客嗜好情報を 提供することを 業務とする会社。 
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の 経営資源の集中している 場所から始めることが 必然的に有利となっていることも 見逃せない。 そして、 それらに従って   

従来の大企業も 新しい新規のシーズを 求めてこれらの 地域にオフィスを 構えることが 通常化している。 このことにより   

ローカル化が 起こっているのであ る。 

つまり、 ネ、 ッ トワーク化によって 本来の目的であ るグローバル 化の達成とともに、 効率的社会を 構築していると 同時に 、 

一定の制 H 条件下でのトレード・オフ 亨棄 の 罎迫億 特化戦略やべンチャ 企業の集合としてのローカル 化 

は、 言わば創造的社会を 構築しており、 これまで ト 

ノ 列車ダイヤ 線形計画法 ( 」 p モデル )     /@ ミワ， Ⅰ l レ     人工 街   生 の 軌遼 Ⅰ 用 レード・オフにあ ったこの 2 つの最適バランスが 達 
非抑形 計画法 

成されているのであ る ( 図 5) 。 
仮迫化細 1*0 ボ ・ノトリヤーギー l962) 

冷恩 時にⅠ 
亨用 として ソ 制約条件下での 非 ぬ形トレ - 円 オフ 

連で 格段の 倣 姥糸 亨棄 に応用 

込歩                                               最適化理論 

研究開発投資の 最適軌道理論に 応用 
    したために、 多くの制約条件の 導入が可能になった   ためであ る。 

R&D   
投資戦略においては、 異なる性質を 持っ 2 つのと   

[ 舟発 ( 不確実 ))                           割引率などを 使用して公式化している ( 図 6)[6][7] 。     リードタイムと 陳腐化率は、 新規と集中で 2 種類 

雙 "     雙 " ( 新規 ノ 集中 ) 、 割 5l 率は同じモノを 使える。 ただ   呵 呵 
制約条件としてグローバル 化とローカル 化について 

失速を恐れて 近刊投資 スリム な罎進投俺で 好宙硅 

夜道投資タイミング 関数                                                                                                               新たな関数系が 必要とされる。 そこで技術と 同様に 
  

企業のネットワーク 化率を代入して、 その強さに よ 

新技術面 " 膝 収益関数 :dor", が。 ガ ， メ ， メ ) 臣ト 。 ダ " 刊ぬ +max@0 ， ト ，， -,-",, 卸 って市場での 展開にどれだけ 有利かを図る 指標を盛 
  

り込むべきであ る。 
図 6  最適化理論のフレームワーク 

4 ネ、 ッ トワーク時代の 経営・技術戦略 

まず、 プレイヤとしてべンチャと 大企業と 2 つの場合に分けて 考える。 

大企業の場合は 、 採りうるシナリオ 戦略として新規 ( プロダクトイノベーション ) と集中 ( プロセスイノベーション ) 

と 撤退があ る。 プロダクトイノベーションとは、 新しい技術を 一から開発していくことで、 プロセスイノベーションとは、 

生み出された 技術を製品化するために 改良していくことであ る。 新規とは、 新しく技術を 生み出すのであ るから投資戦略 

で 言 う R&D 投資に当たり、 長いリードタイムでハイリスク・ハイリターンでる 一方、 集中の方はこれまでにあ る技術の 

製品化開発であ るから投資戦略で 言 う 設備投資のように 短いリードタイムでローリスク・ローリターンであ る。 この異な 

る   性質を持つ 2 つの戦略の最適解を 求めることが 重要となる。 

次にローカル 化 か グロ 一 バル化については、 比較的ローカルの 方がローリスク・ローリターンであ る 7 。 しかしながら 

，現在、 大企業がシリコンバレ 一などに研究所を 持つことは通常化している。 理由は、 技術のスピルオーバ 一の期待とべンチヤ 企業の買 
収 ・提携であ る。 
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だからと言って、 ここで注意したいのは 大企業ではグローバルな 経営基盤が確立されているためにバローバル 戦略を採る 

ことにさほどハイリスクが 伴うとは考えられない。 要するにこの 場合、 グローバル戦略の 方に大きな重点が 置かれる。 た 

だ 、 この場合はそのローカル 地域に強力なべンチャが 存在するなどの 要素によっては 変わり ぅ るであ ろうが、 多くの投資 

が行われることは 少ない。 

次に、 ベンチャの場合は 基本的に資本基盤が 弱いために、 新規と撤退の 2 つしか選択シナリオしかない。 それ故に技術 

開発をすることが 市場全体を見渡して 自社に優位性をもたらすかどうかがシナリオ 決定の鍵となる。 そして、 新規つまり 

技術開発戦略を 採る場合には、 それをローカルで 展開する場合はローリスク・ローリターンであ り、 グローバルで 展開す 

る場合にはハイリスク・ハイリターンであ ることはその 経営基盤の脆弱さから 明らかであ る。 

大企業の方はローカル 化グローバル 化戦略に 

おいて、 まだまだ不透明な 要因が存在し 得る。 

ベンチャの方はむしろこれまでの 最適化理論の 

フレームワークをそのまま 利用できる ( 図 5) 。 

5. 今後の課題 

以上のことより、 IT 化の進展による 々、 ッ ト 

ワーク時代における 企業の戦略のフレームワー 

クが確立された。 その特異性はやはりグローバ 
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図 7  最適化理論応用のフレームワーク 
ルと ローカルの共存、 さらには効率性と 創造性 

の共存であ ろう。 その間のべストミックスタイミンバを 見つけることが 非常に有用であ る。 また、 それぞれのシナリオ 選 

択 においては、 投資戦略と同様な 枠組みを得たことから、 最適化理論の 応用、 実証分析が可能なことが 窺える。 

今後の課題としては、 大企業の場合のローカル 戦略を採る場合のモチベーションモデルの 確立と、 フレームワーク 全体 

の 実証分析であ る。 
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